
 

 

 

 

 

 

 桜の花は、例年よりずいぶん早い開花となり、始業式・入学式の日は葉桜

が目立ちましたが、その分花壇のチューリップをはじめとした春の花々が鮮

やかに咲き乱れ、生徒の皆さんを迎えてくれました。 

本年度も塩浜中学校の良き伝統である『おはようございます』の元気なあ

いさつの声で新年度がスタートしました。生徒数は３年生３０名、２年生２

６名、１年生３５名の計９１名と、小規模の中学校です。引き続き、小規模校だからこそできる生

徒一人ひとりをより大切にする教育活動を進めていきたいと考えています。 

職員は校長・教頭を含め１４名、さらに非常勤講師４名、スクールカウンセラー１名、学校業務

アシスタント１名、スクールサポートスタッフ 1名、ＹＥＦ１名の２２名と少人数です。 

今年度は多くの職員が入れ替わりましたが、これまでの塩中の良き伝統を引き継ぎつつ更に発展

させ、新しい塩中を作り上げるために日々の教育活動に邁進していきます。 

本校は、どの職員も生徒一人ひとりと接する機会が多く、昨年度同様、教科を担当する教師はほ

ぼ全学年の授業を担当し全生徒と接します。担任だけでなくどの職員とも気軽に相談できる環境で

す。その利点を活かし、悩みなどがあるときには、話しやすい教師に、遠慮なく声をかけてくださ

い。本校職員全員でみんなを見守ります。保護者の皆様も些細なことでもぜひご相談いただき、共

に考えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

 ＜入学式で校長先生が話した内容のおさらいです。＞ 

ようこそ塩浜中学校へ。 

今年の桜は、早く中学生になりたいと思う皆さんと同じで逸る気持ちを抑えきれなかったのか例

年よりも随分早い開花となりました。今日この入学式の日まで桜の花が持つのかなと心配していま

したが、なんとか持ちこたえ、皆さんの入学を見届けることができました。 

さて、皆さんは、新型コロナウィルス感染症の影響で、小学生時代の約半分の間、いろいろな制

約がある生活を強いられてきました。ウィルスは完全になくなったわけではないですが、来月のゴ

ールデンウィーク明けには、例年流行するインフルエンザと同じ扱いになります。今まで学校でで

きなかったことが、どんどんできるようになります。まさにこれから新しい塩浜中学校を先輩たち

と一緒に作り上げていく時が来ました。 

そこで、新しく塩中生になった皆さんに大切にしてほしい３つの「間」についてお話をします。 

一つ目は、「仲間」を大切にしてほしいということです。 

この「仲間」という字には、「同じ門をくぐり、互いに挨拶を交わし、一緒に生活する集団」とい

う意味があるそうです。先輩に負けないくらい元気な挨拶をして塩浜中のいいところを更に伸ばす

とともに、「自分」と「まわりの仲間」を大切にしてほしいと思います。 

二つ目は、「時間」を大切にしてほしいということです。 

時間を守ることは、まわりの人からの信頼を得ることにつながります。遅刻をしないことや、提

出物の期限を守ることなど、大人になっても大切なことを今から意識してほしいです。今日中学校

生活が始まったばかりですが、同時に中学校卒業までのカウントダウンも始まりました。時間は皆

さんに平等に与えられます。この貴重な時間を大切に過ごしてほしいと思います。 

三つ目は、「空間」を大切にしてほしいということです。 

「空間」それは皆さんの「身のまわりの環境」のことです。これから一緒に過ごす教室など、い

つもきれいに整理整頓しましょう。空間をきれいにすることは、単に気持ちがよくなるだけでなく、
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皆さん自身を危険なことから遠ざけて安全に生活すること、つまり「命を大切にすること」にもつ

ながります。ぜひ身のまわりの「空間」を大切にしてください。 

最後になりましたが、新入生の保護者の皆様、本日は、お子様のご入学、誠におめでとうござい

ます。職員一同、生徒の皆さんの自己実現や目標達成のために、全力を尽くして支援をしてまいり

ます。しかしながら、教育は、学校だけの力で成し遂げられるものではありません。どうか、塩浜

中学校の教育に、ご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いします。 

 

 ２・３年生の皆さん、進級おめでとうございます。 

＜始業式で校長先生が話した内容のおさらいです。＞ 

それぞれ一つ進級した皆さんに期待することを２つ言います。 

まず一つ目、 

新年度の初日は、雨のスタートとなりました。「あいにくの天気」という表現が

あるように、雨にはあまり良いイメージがもたれないことが多いです。しかし、雨

の日だからこそ校庭の木々の新緑が鮮やかに見えるということがあります。雨の日だって見方を変

えると良いところが見えてきます。 

このことは人を見るときも同じだと思いませんか。見方をかえると今まで気づかなかった、その

人の意外な面や今まで気づかなかった面が見えてくるものです。皆さんには、人や物事をいろいろ

な角度で見たり考えたりできる人になって、仲間の良い面をたくさん見つけてほしいと思います。 

そして二つ目、 

人生には、いろいろな節目があります。年度が替わるこの瞬間も大きな節目です。この節目とい

うのは、自分を変えるチャンスなのです。このチャンスを積極的に利用しましょう。そして、自分

のまわりで変わろう！がんばろう！としている人を応援しましょう。そのように互いを認め合える

仲間であってほしいと思います。 

以上の２点、期待しています。 

 

全員の力で、この塩中をもっともっと素晴らしい学校にしていきましょう！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


